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ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
・
ア
グ
ラ
リ
ア
ン
と
南
北
戦
争

一昌

所
一

隆

一
、
ま
え
が
き

二
、

ナ

ッ
シ

ュ
ヴ
イ
ル
宣
一百
の
背
景

三
、
ヴ

ァ
ン
タ
ー
ビ

ル
ト

・
ア
グ

ラ
リ
ア
ン

抑
え
が
た
き
戦
争

利
己
約
破
慶
絶
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

オ
ー
ル
ド

・
サ
ウ
ス
の
讃
美

む
す
び
に
代
え
て
＝
コ
モ
ン
，
マ
ン
に
か
け
た
魔
法

ま
　
】え
　
が
　
き

Ｃ
・
イ
ー
ト
ン
は
ジ
ョ
ン
・
Ｃ
・
カ
ル
フ
ー
ン
の
政
治
志
向
に
つ
い
て
、　
〃
カ
ル
フ
ー
ン
は
南
部
内
部
の
少
数
グ
ル
ー
プ
の
利
益
を
全

争中中中「中一券中車キ中中『弟一つ券中”中ムっ対中キ中申の『縄巾効な々劫嘩れ一ン．たゎす焼力印一的荘つ。中】弗蜘拘車

紀
と
の
間
に
は
南
北
戦
争
と
い
う
大
き
な
断
絶
と
時
間
的
経
過
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
間
に
相
通
ず
る
発
想
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
農
業
的
利
益
と
い
う
点
に
南
部
社
会
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

ょ
び
さ
ま
し
、

少
数
者
グ
ル
ー
プ
の
利
益
の
正
当
性
を
貫
徹
さ
せ
、

北
部
と
対
決
し
て
い
る
姿
勢
で
あ
る
。

（
３
）

ア
グ
ラ
リ
ア
ン
の
立
場
は
南
部
史
に
脈
打

つ
き
わ
だ
っ
た
特
徴
の
一
側
面
を
示
す
と
同
時
に
、

彼
ら
の
南
北
戦
争
史
観
に
も
き
わ
め
て

特
徴
あ
る
形
を
よ
ら

て
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
小
論
で
は
ナ
ッ
シ
ュ
ヴ
イ
ル
宣
言
の
背
景
と
ア
グ
ラ
リ
ア
ン
の
主
張
、
こ
の
宣
言
に
加

っ
た
Ｆ
・
Ｌ

。
オ
ウ
ズ
リ
ー
の
観
点
、

そ
の
後
の
オ
ウ
ズ
リ
ー
が
指
導
し
た
グ
ル
ー
プ
研
究
に
よ
る
オ
ー
ル
ド
・
サ
ウ
ス
の
再
構
成
、

な

ら
び
に
そ
れ
と
不
可
分
に
か
か
わ
り
あ

っ
て
い
る
南
北
戦
争
史
観
を
再
検
討
し
、

オ
ー
ル
ド
・
サ
ウ
ス
と
高
北
戦
争
史
研
究
上
の
基
礎
的

道
標
を
確
認
し
て
み
た
い
と
思
う
。

七 六 五 四

一証
（
１
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一
九
三
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た

ミ
ミヽ

『
態
い

どヽ

晩
おヽ
ヽ
ヽ
】】
げ
】

弓
〓
ユ
く
ｏ
酔
ご
ま
母
】〕ｑ
∽
は
ナ
ッ
シ

ユ
ヴ
ィ
ル
宣
言
と
い
わ
れ
る
。

そ
の
メ
ン
バ
ー
と
分
担
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
。
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周
知
の
如
く
、

十
九
世
紀
末
よ
り
南
部
の
経
済
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
急
速
度
に
進
行
し
、

南
部
の
工
業
化
を
め
ざ
す

ニ
ュ
ー

・
サ
ウ
ス
の
構
想
が
実
「現
し
て
い
つ
た
。
し
か
し
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
は

（工
「ヽ‐ｉ′環
ゃ
鉄
道
に
高
い
利
潤
を
保
証
オ
″る
廉
価
で
従
順
な
労
働
力
や

豊
富
な
資
源
に
着
目
し
た
北
部
の
独
占
資
本
に
よ
る
南
部
の
征
服
で
あ

っ
た
ｏ
モ
ル
ガ
ン
、
メ
ロ
ン
、

そ
し
て
ロ
ッ
ク
フ
エ
ラ
ー
は
南
部

治
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め
　
の
鉄
道
、

鉱
山
、

製
鉄
、

石
油
、

金
融
体
系
、

そ
し
て
つ
い
に
は
流
通
部
門
さ
え
掌
中
に
収
め
て
会
社
の
代
理
人
を
派
遣
し
、

支
配
網
を

く
　
な死
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
南
部
経
済
は
北
部
資
本
の
植
民
地
と
化
し
、

そ
の
状
態
は

一
九
三
二
年
ま
で
持
続
す
る
に
い
た

つ
た
ｏ

一
九
〇
〇
―
三
〇
年
の
間
の
南
部
の
都
市
人
日
は
総
人
口
の

一
八
％
か
ら
三

判
％
に
著
る
し
く
増
大
し
た
が
、

南
部
に
お
け
る
工
業
化

の
速
度
は
国
家
の
急
激
な
発
展
と
軌
を

一
に
し
て
い
た
ｏ
し
か
し
、

一
九
三
〇
年
に
製
造
工
業
に
よ

つ
て
加
え
ら
れ
た
南
部
の

一
人
当
り

の
収
入
は
全
国
平
均
の
三
七
％
、

非
南
部
の
三
〇
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
ｏ
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
に
は
そ
の

一
人
当
り
の
収
入
は
非
南
部
の

四
三
％
に
と
ど
ま

つ
た
こ
と
で
あ
る
。

相
対
的
な
低
収
入
の
持
続
し
た
【結
果
、　

一
九
〇
〇
年
か
ら
三
〇
年
の
間
に
南
部
十
州
は
三
五
①
万

近
い
人
口
を
他
の
地
域

へ
流
出
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
育
中

南
部
の
工
業
化
を
促
進
し
、

低
賃
金
を
持
続
さ
せ
た
大
き
な
要
因
は
南
部
農
業
の
苦
境
で
あ

つ
た
ｏ

第

一
次
世
界
大
戦
後
、

ア
メ
リ
カ

農
民
は
、

需
要
の
世
界
的
規
模
で
の
減
退
と
過
剰
生
産
、
こ
れ
に
伴
う
価
格
の
下
落
な
ど
の
要
因
に
よ
つ
て
深
刻
な
経
営
上
の
危
機
に
直

面
し
た
。　

一
九
二
〇
年
代
、

農
業
は
工
業
の
繁
栄
に
ひ
き
か
え
ヽ

次
第
に
そ
の
地
位
を
低
下
し
、

慢
性
的
不
況
に
苦
し
ん
だ
の
で
ぁ
痩
ｏ

工
業
の
発
展
に
も
か
か
わ
ら
ず
依
然
と
し
て
農
業
地
域
と
し
て
と

い
時
一
巾
輸
軸

に
お
い
て
、

農
業
の
苦
」究
は
も

つ
と
も
き
び
し
い
様
相

を
示
し
た
ｏ　

一
九
二
〇
年
は
南
部
に
お
け
る
農
業
時
代
の
終
り
を
間

一
九
三
〇
年
に
合
衆
一国
の
農
業
人
口
は
四
四
％
で
あ

つ
た
が
、

南
部
は
人
口
の
六
七

・
七
％
が
農
村
地
域
に
居
任
し
、

労
働
者
の
四
三

％
が
農
業
に
従
事
し
、

合
衆
国
の
農
場
人
口
の
五
〇
％
を
擁
し
た
ｏ

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

高
部
の
農
民
は
農
場
当
り
で
も
、

ま
た
投

資
額
当
り
で
も
全
国
最
低
の
収
入
に
と
ど
ま

つ
た
。
し
か
も
南
部
の
非
農
業
従
事
者

一
人
当
り
年
収
四
八
四
ド
ル
で
あ

つ
た
の
に
対
し
て
、

農
業
従
事
者
は

一
八
九
ド
ル
に
す
ぎ
な
か
っ
た
ｏ

彼
ら
は
楠
花
お
よ

中
抑
囃
〕
娃

つ 国
魂
雅

額
の
九
六
％
、

タ
バ
ヨ
の
八
七
％
そ
し
て
米
の

八
四
％
を
生
産
し
た
が
、

全
国
総
作
物
価
格
の
三
七
％
を
受
け
張

っ

も
ち
ろ
ん
、

南
部
の
す
べ
て
の
農
業
地
域
が
同

一
の
不
況
に
直
面
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

ま
た

一
様
に
衰
退
の
途
を
辿

っ
た
の
で
も
な

い
。

好
況
期
と
不
況
期
と
の
交
替
も
み
ら
れ
た
ｏ

海
岸
平
野
の
野
菜
や
果
物
を
中
心
と
し
た
北
都
市
場
向
け
の
ト
ラ
ッ
ク
・
フ
ア
ー
ミ
ン

グ
は
着
実
に
繁
栄
を
と
げ
た
ｏ
ア
ッ
パ
ー

・
サ
ウ
ス
の
タ
バ
コ
地
域
は
ア
メ
リ
カ

ｏ
タ
バ

コ
会
社
の
独
占
的
支
配
に
反
機
し
て
作
付
面
積

の
制
限
に
よ
り
価
格
の
維
持
を
は
か
り
、

大
戦
後
に
は
協
同
出
荷
組
合
に
よ
り
市
場
の
支
配
権
を
掌
握
し
、

同
時
に
牧
畜
業
や
家
畜
飼
育

業
な
ど
を
採
り
入
れ
た
多
角
経
営
に
よ

っ
て
北
都
市
場

へ
の
接
近
を
は
か
り
、

利
益
を
ひ
き
だ
す
こ
と
に
成
功
し
た
。

と
こ
ろ
が
、

南
部
の
農
業
人
口
と
農
業
地
域
の
殆
ん
ど
は
桶
作
に
投
入
さ
れ
て
い
た
ｏ
し
か
も
縮
作
地
域
の
苦
境
は
も

つ
と
も
深
刻
で
、

問
題
の
解
決
は
も

っ
と
も
困
難
な
も
の
で
あ

っ
た
ｏ

東
部
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
か
ら
中
央
テ
キ
サ
ス
に
至
る
桶
花
王
国
は
、

世
界
の
桶
花

供
給
の
約
六
〇
％
を
生
産
し
た
が
、

そ
れ
は
海
外
で
売
却
さ
れ
た
南
部
の
十度
物
の
約
半
分
を
占
め
た
。

縮
花
の
価
格
は
世
界
市
場
に
お
い

て
決
定
さ
れ
た
が
、

競
争
条
件
の
悪
化
は
単

一
作
物
制
度
の
欠
陥
を
倍
加
し
た
ｏ

二
〇
世
紀
初
頭
、

小
作
人
の
数
は
減
少
し
、
ク
ロ
ッ
プ

・
リ
ー
エ
ン
制
度
は
そ
の
負
担
を
軽
減
し
た
か
に
み
え
た
が
、　

一
〇
年
代
に
入

リ
ボ
ー
ル
・
ウ
ィ
ー
ブ
ィ
ル
の
虫
害
で
荒
廃
し
、

大
戦
後
は
ポ
ン
ド
周

十い
一

セ
ン
ト
か
ら
二

一
年
に
は

一
〇
セ
ン
ト
以
下

へ
と
大
由泰
落
し
、

二
〇
年
代
の

一
般
的
物
価
騰
貴
の
中
で
、

桶
作
経
営
は
破
局
に
直
面
し
た
ｏ

一
九

一
〇
年
か
ら
三
〇
年
の
時
期
に

一
①
の
棉
作
州
に
お
い
て
小
作
人
に
よ

つ
て
耕
作
さ
れ
た
農
場
は
五
五

・
一
％
か
ら
六

一
・
八
％

に
増
加
し
た
ｏ
と
り
わ
け
、

白
人
小
作
人
の
増
加
は
顕
著
で
あ

っ
た
ｏ

小
農
は
借
地
人

へ
、

さ
ら
に
シ
エ
ア
ク
ロ
ツ
パ
ー
や
賃
金
労
働
者

に
転
落
し
た
ｏ
こ
の
二
〇
年
間
に
七
つ
の
桶
作
州
に
お
け
る
抵
当
額
は
ほ
ゞ
四
倍
に
達
し
、

抵
当
流
れ
は
銀
行
や
保
険
会
社
の
掌
中
に
帰

す
る
と
こ
ろ
と
な

っ
た
ｏ

し
か
も
地
主
、

小
作
人
と
も
に
ク
レ
ジ

ツ
ト

・
シ
ス
テ
ム
に
依
存
し
て
い
た
た
め
に
、

金
融
上
の
隷
属
性
は
強
化
さ
れ
、

経
営
上
の
桂

格
に
苦
し
ん
だ
。

土
地
、

建
物
、

家
畜
お
よ
び
機
械
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
た
プ
ラ
ン
タ
ー
の
長
期
借
入
額
は
桶
作
州
に
お
け
る
プ
ラ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
の
評
価
額
の
ほ
賢
五
〇
％
に
及
ん
だ
。

地
主
の
殆
ん
ど
が
、

作
”物
を
抵
当
に
入
れ
て
銀
行
か
ら
の
短
期
借
入
を
行
な
つ
た
。

事

実
上
、

す
べ
て
の
小
作
人
は
商
人
か
ら
の
前
借
に
よ

っ
て
生
計
を
維
持
し
た
ｏ　

下
乙
二
〇
年
に
小
作
人
の
月
当
り
家
族
平
均

一
二
、

八
〇

ド
ル
の
前
借
が
約
七
ケ
月
に
及
ん
だ
。
そ
し
て
シ
エ
ア
ク
ロ
ツ
パ
ー
の
年
収
入
の

一
〇
％
以
上
が
利
息
の
支
払
に
あ
て
ら
れ
理
。
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( 1 2 3 )

( 1 2 2 )

収
入
に
つ
い
て
の
事
例
研
究
を
み
て
み
よ
う
。

七

つ
の
州
に
散
在
し
て
い
た
六
四
五
の
典
型
的
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る

一
九
三

四
年
の
平
均
総
現
金
収
入
は
五
千
ド
ル
を
僅
か
に
越
え
た
が
、
自
家
消
費
の
生
産
物
の
価
格
を
含
め
た
純
収
入
は
二
千
五
百
ド
ル
に
と
ど

ま

っ
た
。
同

一
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
借
地
人
は
家
族
平
均
三
五
四
ド
ル
、
シ
ェ
ア
ク
ロ
ツ
タく
―
は
三

一
二
ド
ル
、

賃
金
労
働
者
は

一
八

〇
ド
ル
の
年
収
を
み
た
だ
け
で
あ
瀬
ｏ）

し
か
し
、

農
民
は
こ
う
し
た
窮
状
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

打
開
の
途
を
制
度
的
改
革
運
動
に
も
と
め
る
よ
り
も
、

む
し
ろ
農
場
か
ら
農
場

へ
、

あ
る
い
は
農
場
か
ら
工
場

へ
、

そ
し
て
再
び
農
場

へ
と
い
っ
た
空
間
的
移
動
の
な
か
に
も
と
め
さ
。

南
北
戦
争
以
来
農
場
組
織
の
墓

場
と
い
わ
れ
る
南
部
は

一
九
二
〇
年
代
に
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

・
ユ
ニ
オ
ン
を
葬
り
、

地
域
全
体
に
わ
た
る
効
果
的
な
農
場
組
織
を
欠
く
に
至

っ
た
。
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

・
ユ
ニ
オ
ン
は
、

倉
庫
運
動
、

協
同
の
構
い想
、

公
教
育
お
よ
び
農
村
ク
レ
ジ
ッ
ト
ヘ
の
寄
与
を
な
し
た
が
、

協
同

の
失
敗
、　

二
一一
オ
ン
の
作
付
面
積
の
減
少
と
作
物
経
営
の
不
振
、

さ
れ

に
大
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

っ
て
急
速
に
衰
退
し
、

新

し
い
揚
同
運
動
に
リ
ー
ダ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
し
か
も
小
作
制
度
に
よ
る
教
育
水
準
の
低
下
と
、

土
地
の
涸
渇

（
‐４
）

は
、

製
造
工
業
品
の
世
界
市
場
制
覇
に
施
政
の
主
眼
を
お
い
た

ハ
ー
デ

ィ
ン
グ
、
ク
ー
リ
ツ
デ
の
共
和
党
政
権
の
農
民
的
利
益
の
無
視
＝

典
型
的
に
は
マ
ク
ネ
リ

・
ホ
ー
ゲ
ン
法
案
の
再
度
の
拒
否
に
示
さ
れ
た
＝
と
相
倹

っ
て
、

農
業
改
革

へ
の
冷
を
い
よ
い
よ
困
難
な
も
の
と

（・５
）

し
て

い
た
。

こ
う
し
た
北
部
資
本
に
よ
る
南
部
の
工
業
化
の
推
進
と
と
も
に
現
出
し
た
南
部
の
植
民
地
状
態
と
農
業
の
窮
状
に
伴
う
北
部

へ
の
隷
属

性

・
南
部
経
済
の
苦
境
こ
そ
、　
〃
も
し
も

一
社
会
、　

一
セ
ク
シ
ョ
ン
、　

一
人
種
、　

一
世
代
が
工
業
主
義
の
下
に
あ
え
い
で
い
る
な
ら
、

そ

し
て
そ
れ
が
悪
の
分
子
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
知

っ
て
い
る
な
ら
、

そ
れ
を
取
り
去
る
方
法
を
み
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
そ
れ
を

し
な
い
の
は
臆
病
で
あ
新
庁
と
工
業
主
義

へ
の
敵
意
を
む
き
だ
し
に
し
て
、

全
南
部
の
反
抗
を
よ
び
か
け
た
十
二
人
の
高
部
人
を
た
ち
上

ら
せ
た
の
で
あ
る
。
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・
Ｍ
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シ
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レ
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ン
ガ
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著
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救
仁
郷
　
繁
訳

「
Ｆ
Ｉ
ズ
ベ
ル
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代
Ｉ
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旧
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制

の
危
機
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八
〇
―

八
五
頁
参
照
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∽
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９
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１０
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１１
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（
姥

）

（
‐３

）

（
‐４

）

（
‐５

）

（
‐６

）

〓
一　
ヴ

ア
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト

・
ア
グ
ラ
リ
ア
ン

如
上
の
現
実
に
苦
悩
し
た
南
部
人
の
間
に
強
烈
な
歴
史
意
識
が
よ
び
お
こ
さ
れ
た
。　

一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
の
時
期
は

″
南
部

ル
ネ
サ
ン
ス
〃
の
時
期
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
単
に
文
学
や
文
芸
批
評
の
分
野
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

第

一
次

世
界
大
戦
後
の
南
部
あ
古
い
伝
統
的
秩
序
の
急
速
な
崩
壊
と
現
代
的
秩
序
の
誕
生
と
い
う
過
渡
期
の
歴
史
的
現
実
に
対
す
る
南
部
人
の
自

覚
を
示
す
広
汎
な
知
的
覚
理
を
物
語
る
も
の
で
あ
（範
。

大
恐
慌
期
に
南
部
あ
地
域
生
活
に
つ
い
て
の
新
し
い
二
つ
の
異
質
な
見
解
が
あ
ら
わ
れ
た
。　

一
つ
は
、
ヴ
ア
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
を
中
心
と

す
る
ア
グ
ラ
リ
ア
ニ
ズ
ム
で
、

他
の
一
つ
は
チ
ャ
ペ
ル
・
ヒ
ル
を
中
心
と
し
た
リ
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ

っ
た
。

そ
れ
ら
は
共
に
学
問
的
研
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究
を
伴

っ
て
い
た
ｏ

前
者
は
一
九
三
〇
年
の
十
二
人
の
南
部
人
に
よ
る

『
か
く
主
張
す
る
―
南
部
と
ア
グ
ラ
リ
ア
ン
の
伝
統
』
の
刊
行
に
よ
っ
て
大
衆
の
注

目
を
あ

つ
め
た
。
こ
れ
は
、　

一
、

工
業
化
を
意
味
す
る
進
歩
に
つ
い
て
の
近
代
的
考
え
に
反
対
し
て
、

二
、

実
証
哲
学
を
意
味
す
る
近
代

科
学
の
自
負
に
反
対
し
て
、

二
連
発
の
銃
火
を
あ
び
た
農
村
的
美
的
に
つ
い
て
の
巧
み
な
讃
美
で
あ
り
、

宣
言
の
源
は
、

南
部
の
伝
統
的

な
在
り
方
に
手
き
び
し
い
批
判
を
加
え
た
メ
ン
ケ
ン
主
義
と
南
部
の
工
業
化
を
旗
印
と
し
た
ア
ト
ラ
ン
タ
精
神
に
反
対
し
、

残
忍
な
変
化

の
中
に
生
き
続
け
る
南
部
の
伝
統
の
追
求
に
あ

っ
奄
ｏ

他
方
、

後
者
は
Ｈ

・
Ｗ
・
オ
ー
ダ
ム
や
Ｒ
・
Ｂ
・
ヴ
ア
ン
ス
を
旗
手
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
ｏ

そ
れ
は
秩
序
あ
る
工
業
発
展
と
農
業
改
革

を
期
待
し
、

そ
の
た
め
の
調
査
研
究
と
計
画
が
南
部
の
物
質
的
文
化
的
ル
ネ
サ
ン
ス
の
鍵
を
な
す
も
の
と
考
）え
、

排
他
的
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ

キ
卒
韓
兜
申
れ
ゲ
鞄
靭

の
統
合
を
促
進
し
て
国
家
に
く
み
こ
み
、

全
国
一家
的
な
利
益
と
い
う
大
き
な
観
点
の
中
で
多
様
化
を
考
慮
せ
ん
と

こ
こ
で
は
、

ア
グ
ラ
リ
ア
ン
の
主
張
を
前
掲
書
に
よ
っ
て
み
よ
う
。

編
者
ラ
ン
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
書
の
狙
い
は
、

産
業
革
命
の
前

進
に
よ
つ
て
脅
か
さ
れ
て
い
る
南
部
の
ア
グ
ラ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
伝
統
を
擁
護
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
ｏ

わ
け
て
も
、

南
部
自
体
の
な
か
に
ア

メ
リ
カ
の
工
業
的
理
想
の
戦
列
に
加
担
し
よ
う
と
す
る
き
ざ
し
の
み
え
る
こ
と
へ
の
反
駿
が
彼
ら
を
し
て
、

た
ち
上
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

工
業
主
義
の
弊
害
は
徹
底
的
に
糾
弾
さ
れ
た
。

工
業
の
支
配
体
制
下
で
過
剰
生
産
、

失
業
、

富
の
分
配
で
の
不
平
等
の
拡
大
に
直
面
し

た
。

労
働
は
き
び
し
く
、

そ
の
テ
ン
ポ
は
猛
烈
で
、

一展
億
は
不
安
定
で
あ
り
、
さ
ら
に
労
働
節
約
手
段
の
導
入
に
よ
つ
て
労
働
は
利
潤
追

求
に
の
み
産
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

労
働
は
隷
属
的
な
い
し
過
酷
な
も
の
で
あ

つ
て
も
う
け
い
れ
ら
れ
、

人
間
生
活
の
幸
福
な
機
能
と

し
て
の
労
働
行
為
の
高
貴
さ
は
看
過
さ
れ
た
。

消
費
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

飽
満
と
無
目
的
性
を
強
制
さ
れ
て
い
る
。

生
産
を
消
費
に
適
合

さ
せ
、

価
格
を
規
制
し
、

景
気
変
動
か
ら
企
業
を
守
ろ
う
と
す
る
統
制
委
員
会
は
い
わ
ば
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
主
義
者
の
方
式
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
一社
会
で
は
、

宗
教
が
隆
盛
を
き
わ
め
る
こ
と
は
期
待
で
き
ず
、

芸
術
も
本
来
の
生
命
を
失
い
、

人
間
と
自
然
と
の
関
係

は
破
壊
さ
れ
る
。
ま
た
人
間
と
人
間
と
の
間
の
よ
き

マ
ナ
ー
、

応
待
、

家
族
生
活
や

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
愛
の
如
き
生
活
の
楽
し
さ
は
そ

（５
）

こ
な
わ
れ

る
。

こ
こ
に
み
ら
れ
る
如
く
、
自
然
と
人
間
の
調
和
、

人
間
労
働
？
自
然
性
、
自
給
自
足
の
健
康
な
生
活
の
讃
美
、

合
理
性
や
実
用
性

（
利

潤
追
求
》
に
対
す
る
批
判
と
し
て
の
伝
統
的
な
、

総
じ
て
重
農
主
義
的
理
想
と
価
値
観
が
こ
の
宣
言
の
基
調
を
な
し
て
い
る
。

ラ
ン
ソ
ン
は
、

現
代
生
活
の
流
転
と
不
安
定
性
に
反
対
し
て
、

オ
ー
ル
ド

・
サ
ウ
ス
の
安
定
性
と
イ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
メ
ン
ト
の
存
在
を

讃
え
、
こ
の
イ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
メ
ン
ト
を
再
獲
得
す
る
た
め
に
南
部
人
は
南
部
の
セ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
感
情
を
昂
め
て
、

脅
か
さ
れ
て
い
る

古
い
生
活
様
式
の
す
べ
て
の
擁
護
に
全
力
を
つ
く
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、

ア
グ
ラ
リ
ア
ン
の
保
守
的
で
反
工
業
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
も

っ
て

民
主
党
を
激
励
す
る
よ
う
に
よ
び
か
け
屯
ｏ

学
校
教
育
に
つ
い
て
フ
レ
ッ
チ
ヤ
ー
は
、

そ
の
実
現
の
不
可
能
を
認
識
し
つ
つ
も
、

古
典
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
も
つ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
再

樹
立
に
よ
る
知
的

エ
リ
ー
ト
の
養
成
を
提
案
し
、

工
業
主
義
が
要
請
す
る
大
衆
教
育
を
非
難
し
た
。

現
存
の
経
済
制
度
に
反
対
し
、　
ヨ一
―
マ
ン
経
済
を
も
と
め
た
Ｈ

。
Ｃ
・
ニ
ク
ソ
ン
は
、

農
業
の
デ
ン
マ
ー
ク
に
安
定
と
幸
福
を
み
い
出

し
、

工
業
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
不
況
と
失
業
を
み
い
出
し
屯
。

農
業
に
お
け
る
進
歩
の
教
理
の
出
現
に
反
駿
し
、　
〃
農
場
は
富
を
つ
く
る
場
所
で
は
な
く
て
、

殻
物
を
つ
く
る
場
所
で
あ
る
〃
と
農
業

機
械
の
導
入
に
反
対
し
た
の
は
リ
ト
ル
で
あ

っ
た
。

彼
は
ラ
ン
ソ
ン
と
と
も
に
商
業
的
農
業
に
向

っ
て
い
く
傾
向
に
反
対
し
て
、
自
営
農

民
を
礼
讃
し
た
ド

こ
の
と曇
一四
は
、

か
つ
て
な
い
広
汎
な
議
論
を
よ
び
お
こ
し
た
が
、　

一
九
三
〇
年
十

一
月
三
〇
日
に
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
で
ラ
ン
ソ
ン
と
ヴ
ア

ー
ジ
エ
ア
・
ク
オ
ー
タ
リ
ー
の
編
集
者
Ｓ
。
バ
ー
と
の
間
で
三
千
人
以
上
の
聴
衆
を
前
に
し
て
行
な
わ
れ
た
公
開
論
争
を
皮
切
り
に
、　

ニ

ュ
ー
オ
ー
ル
リ
ン
ズ
、

チ
ヤ
タ
ヌ
ー
ガ
や
ア
ト
ラ
ン
タ
等
で
討
論
会
が
よ
た

れ
た
。

そ
れ
ら
を
通
じ
て
、
ラ
ン
ソ
ン
は
農
場
を
す
て
去
り
、

工
場
に
赴
く
と
き
、

人
間
の
尊
厳
さ
は
保
た
れ
な
い
こ
と
を
訴
え
た
。

彼
と
デ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
は
、

い
か
な
る
条
件
の
下
で
も
工
業
を
強
力
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に
否
定
し
、

規
制
と
い
う
形
で
の
妥
協
を
許
容
で
き
な
か
っ

ア
ク
ラ
リ
ア
ン
は
、　

マ
ス
・
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

っ
て
大
衆
運
動
を
目
論
ん
だ
が
失
敗
し
、

わ
ず
か
に
ア
メ
リ
カ
ン
・
リ
ヴ

ュ
ウ

と
サ
ザ
ン
・
リ
ヴ

ユ
ウ
の
二
誌
に
発
表
の
場
を
得
た
だ
け
で
あ

っ
ｄ
ギ

一
九
三
六
年
に
Ｈ

・
エ
ガ
ー
と
Ａ

・
テ
ー
ト
に
よ
り
編
集
さ
れ
た

『
ア
メ
リ
カ
に
寄
与
し
て
い
る
の
は
誰
か
』
に
寄
稿
し
た
ア
グ
ラ
リ

ア
ン
は
、

大
き
た
財
産
に
、
よ
り
明
確
な
攻
撃
を
加
え
た
ｏ
こ
の
中
で
デ
ビ

ッ
ド
ソ
ン
は
、

小
さ
な
財
産
を
と
り
も
ど
さ
せ
、

農
業
主
義

を
助
長
し
、

行
き
過
ぎ
た
工
業
主
義
を
抑
制
す
る
も
の
は
、

た
と
え
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
て
も
ヽ
植
民
地
状
態
の
終
結
に
寄
与
す
る

も
の
で
あ
る
と
、

の
べ
”苺
。
ラ
ン
ソ
ン
と
リ
ト
ル
は
、
ヨ
ー
マ
ツー

々
々
‐ ‐
を マ
如
牢
車
弾
↓

Ｇ

。
Ｍ

・
ォ
ド
ン
不ヽ
ル
は
貨
幣
経
済
の
大
き

な
利
潤
追
求
の
た
め
に
ア
グ
ラ
リ
ア
ン
経
済
を
か
え
り
み
な
い
プ
ラ

ア
グ
ラ
リ
ア
ン
の
意
義
は
、

現
代
工
業
主
義
の
俗
悪
さ
と
破
壊
性
、

経
〓歩
の
無
目
的
性
、

南
部
の
伝
統
に
つ
い
て
の
活
発
な
議
論
を
よ

び
お
こ
し
た
こ
と
に
あ
ら

奄
、
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
に
は
、

彼
ら
の
伝
統
の
追
求
は
地
域
的
同

一
性
に
つ
い
て
の
関
心
を

よ
び
お
こ
し
た
ｏ

そ
れ
に
刺
激
さ
れ
て
、　

一
九
三
四
年
に
経
済
的
政
治
的
そ
し
て
文
化
的
な
全
南
部
の
実
況
に
関
す
る

『
南
部
に
お
け
る

文
化
』
の
刊
行
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、

寄
稿
者
の
示
し
た
南
部
の
生
活
の
復
雑
性
は
監
修
者
Ｗ

・
Ｔ

・
ク
ー
チ
の
の
べ
る
如
く
、

農
業

対
工
業
の
対
立
と
い
う
簡
単
な
図
式
に
南
部
の
生
活
を
遺
元
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
反
証
を
示
す
も
の
で
あ

っ
沖
ｏ）

富
の
た
め
に
、

快
楽
の
た
め
に
、

威
信
の
た
め
に
、

農
業
が
指
導
的
職
業
で
あ
る
社
会
が
彼
ら
の
描
い
た

ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ

つ
た
ｏ

伝

統
的
な
美
点

へ
の
あ
こ
が
れ
は
、

農
業
文
化
の
礼
讃
と

ヨ
ー
マ
ン
を
美
化
す
る
神
話
を
つ
く
り
あ
げ
た
ｏ）

早
く
も
宣
言
の
翌
年
、　

ヘ
ッ
セ
ル
タ
イ
ン
は
、

農
業
文
化
と

ヨ
ー
マ
ン
の
美
化
を
根
底
か
ら
批
判
し
、

現
時
点
ば
か
り
で
な
く
、

高
部

の
七
ク
シ
ョ
ン
の
歴
史
全
体
を
通
じ
て
も
、

名
声
を
博
し
た
詩
人
や
宗
教
上
の
秀
れ
た
遺
産
の
見
当
ら
な
い
こ
と
、

学
者
、

思
想
家
、

多

く
の
軍
人
や
政
治
家
に
も
傑
出
せ
る
人
物
の
存
在
し
な
い
こ
と
、

さ
ら
に
大
学
も
北
部
に
く
ら
べ
て
劣

つ
て
い
る
こ
と
、

学
校
制
度
も
後

進
的
で
あ
る
こ
と
を
列
挙
し
て
反
論
し
た

。
メ
ン
ケ
ン
は
ア
グ
ラ
リ
ア
ン
の
無
批
判
な
正
統
主
義
を
真
向
か
ら
攻
撃
し
た
だ
、

Ｖ

・
Ｊ

・

ロ
ッ
ク
の
指
摘
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

ア
グ
ラ
リ
ア
ン
の
致
命
的

が
肺
）フヽ、、は

、
保
守
的
逆
行
的

ユ
ー
ト
ピ
ア
の
構
想
に
と
ど
ま
り
、

現
実
と

正
面
か
ら
裏
組
ん
で
い
な
い
高
踏
的
批
評
に
終
始
し
て
い
る
点
に
あ
る
。　

ヘ
ッ
セ
ル
タ
イ
ン
は
、

ア
グ
ラ
リ
ア
ン
の
誤
り
が
南
部
の
工
業

化
の
不
可
避
を
認
識
し
な
が
ら
も
開
発
を
拒
ん
で
い
る
こ
と
に
あ
る
と
主
張
し
、

工
業
主
義
の
現
況

へ
の
前
向
き
の
意
識
的
な
取
り
組
に

ょ

っ
て
南
部
の
明
権
な
特
徴
を
保
持
す
る
よ
う
に
訴
え
、

壊
疑
や
反
動
の
精
神
に
よ

っ
て
は
何
ら
益
す
る
こ
と
が
な
い
旨
を
の
べ
た
。

実
際
、

彼
ら
は
何
ら
改
革
の
具
体
的
提
案
を
行

っ
て
い
な
い
ば
か

釣
）

、
な

ネ
　
南
部
農
業
の
な
か
で
真
に
忘
れ
ら
れ
た
莫
大
な
数
の
二

グ

ロ
と
白
人
シ
ェ
ア
ク
ロ
ツ
パ
ー
に
全
く
留
意
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

小
農
を
援
助
す
る
今
日
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
何
ら
実
際
的
効
果
を

及
ぼ
さ
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、

デ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
の
如
き
は
、

小
作
人
を
自
作
農
に
す
る
努
力
を
放
棄
し
た
の
で
あ
（だ

。
テ
イ
ン
ダ
ル

の
の
べ
る
よ
う
に
、

ア
グ
ラ
リ
ア
ン
の
運
動
の
主
要
な
皮
肉
は
現
「実
か
ら
遊
離
し
て
い
る
こ
と
で
あ

つ
た
ｏ
こ
の
た
理
、

彼
ら
は
嘲
笑
的

批
蜘
」

う
け
、

工
業
主
義
一と
一的
美
文
化
が
高
部
に
お
い
て
よ
り
強
↓日
な
地
歩
を
築
く
に
つ
れ
、

彼
ら
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
信
頼
を
失

っ
て
い

っ
た
。
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前
者
の
発
行
期
間

一
九
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十
三
七
年
、

後
者
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一
九
三
五
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四
二
年
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
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ク
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ル
イ
ジ
ア
ナ
大
学
か
ら
各
々
刊
行
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た
季
刊
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ヽ
　
月
ヽ
ヽ
　
』
ｏ
ｏ
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や
ヽ
ヽ
　
や
匂

卜゙
Ｓ、ヘヘヽ
し

た

と

え

ば

、

フ

ア

ー

マ

ー

ズ

・

ユ

ニ

オ

ン

の

Ｃ

・
Ｓ

・
パ

レ

ッ

ト
会
長
は
、

農
民
は
も
は
や
農
場
生
活
の
崇
高
さ
を
語
ら
な
い
、

と

書

い

た

。

Ｐ

＆

≧

】
Ｓ

ｏ
」
■

口

【
ぷ

爾
日

抑

え

が

た

き

戦

争

ナ
ッ
シ
ュ
ヴ
ィ
ル
宣
言
に
加
わ
っ
た
Ｆ
・
Ｌ
・
オ
ウ
ズ
リ
ー
は
、

分
軍
歌
筆
の
狙
い
を
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

南
部
は
戦
争
に
よ

っ
て
征
服
さ
れ
、

平
和
に
な
っ
て
屈
辱
を
う
け
、

困
窮
し
て
の
ち
精
神
的
征
服
を
う
け
、

北
部
の
伝
説
で
教
育
さ
れ
、

戦
争
犯
罪
、

奴
兼

犯
罪
、

坂
乱
の
汚
名
を
き
せ
ら
れ
、

そ
の
結
果
南
部
人
の
生
活
様
式
や
生
活
信
条

へ
の
信
頼
を
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
、

〃
リ
ン
カ
ン
が

ユ
ニ
オ
ン

を
故

っ
た
と
教
育
さ
れ
た
た
め
に
、

ま
さ
し
く
南
部
に
お
い
て
も
英
雄
視
さ
れ
て
い
石

〃
。）

〃
こ
の
現
実
に
か
ん
が
み
て
、

南
部
が
正
し
い
認
識
に
復
帰
す
る
よ
う
北
部
伝
説
の
不
当
性
に
注
意
を
喚
起
す
る
も
の
で
あ
務
ド

と
。

こ
の
章
で
、

オ
ウ
ズ
リ
ー
は
南
北
戦
争
に
お
い
て
頂
点
に
達
し
た
工
業
主
義
と
ア
グ
ラ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
開
争
の
物
語
を
詳
説
し
、
リ
ン

カ
ン
の
英
雄
伝
説
に
真
向
か
ら
挑
戦
し
た
ｏ

全
闘
争
を
光
り
と
闇
、

真
実
と
偽
り
、

奴
隷
と
自
由
人
、
自
由
と
専

制

と

の
闘

い
と

し
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Ｍ
測
握
す
る
北
ヤ卦
用
見
解
、

わ
け
て
も
奴
隷
制
度
に
注
目
し
た
Ｊ

・
Ｆ

，
ロ
ー
ズ
や
Ｊ

。
Ｂ

・
マ
ッ
ク
マ
ス
タ

ー

の
見

解

を

一
開

し

た
。彼

は
戦
争
原
因
に
つ
い
て
複
数
説
を
認
め
な
が
ら
も
、

す
べ
て
は
二
つ

（の
挽

ク
シ
ョ
ン
間
の
基
本
的
相
違
か
ら
生
じ
た
と
し
、

そ
れ
を

北
部
の
工
業
的
商
業
的
文
明
と
南
部
の
農
業
的
文
明
と
い
う
対
句
で
表
現
し
た
ｏ

十
ワ
ズ
リ
ー
に
よ
れ
ば
、

南
部
は
農
業
社
会
の
理
想
に
情
熱
を
さ
さ
げ
た
が
、

元
来
南
部
の
土
地
と
天
候
は
農
業
経
済
の
豊
か
さ
を
増

す
の
に
適
し
、

し
か
も
入
植
者
の
殆
ん
ど
は
ヨ
ー

マ
ン
で
あ

つ
た
の
で
あ
る
。

新
世
界
の
環
境
と
旧
世
界
の
伝
統
が
結
び

つ
い
て
、

南
部

は
農
業
文
明
の
中
心
と
な
っ
た
が
、

そ
れ
は
い
ず
れ
の
文
明
に
も
劣
ら
な
い
力
と
将
来
を
約
束
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
淀
ｏ

戦
争
は
奴
隷
制
度
を
争
点
と
し
て
到
来
し
た
の
で
は
な
い
。
リ
ン
カ
ン
や
シ
ュ
ウ
オ
ー
ド
や
共
和
党
急
進
派
は
奴
隷
制
度
と
自
由
の
間

の
開
争
と
刻
印
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
開
い
に
道
義
性
の
衣
を
着
せ
た
。

そ
れ
は
選
挙
に
勝
つ
た
め
の
偽
購
で
あ

っ
た
ｏ

戦
争
は
、

合
衆
国

憲
法
制
定
期
に
み
ら
れ
た
セ
ク
シ
ョ
ン
問
の
勢
力
の
均
衡
が
、

合
′衆
国
の
拡
大
と
成
長
に
伴

っ
て
維
持
で
き
な
く
な
り
、

社
会
の
特
殊
な

制
度

（
を

奥
つ
一
七
タ
シ
ョ
イ
を
収
奪
す
る
か
、
さ
も
な
く
ば
、

そ
の
積
極
的
利
益
の
た
め
に
政
府
の
機
能
を
（行
使
で
き
な
く
な
っ
た
と
こ

ろ
に
生
じ
た
。

工
業
セ
ク
シ
ョ
ン
は
、

０
　
南
部
の
市
場
を
独
占
す
る
た
め
の
高
関
税
を
要
求
―
↓
こ
れ
は
高
部
を
犠
牲
に
し
、

北
部
が
利
益
を
ひ
き

だ
す
た
め
の
原
則
で
あ

っ
た
ｏ

Ｏ
　
海
運
業
や
商
船

へ
の
国
家
の
補
助
を
要
求
―
↓
こ
れ
は
南
部
搾
取
に
附
加
さ
れ
る
。

ｅ
　
鉄
道

・
運

一刊
。
道
路
な
ど
国
内
交
掃
あ
連
邦
の
費
用
に
よ
る
改
善
を
要
求
―
↓
こ
れ
は
工
業
製
品
の
南
部
お
よ
び
西
部

へ
の
輸
送
を
国
費
で
す
る
も

中
守
却
説
囃
却
柳
町

の
統
一制
す
る
銀
行
に
賛
成
―
↓
こ
れ
は
北
部
だ
け
の
要
求
で
あ

っ
た
ｏ

等
を
掲
げ
た
ｏ
こ
れ
ら
は
南
北
間
の
利
益
の

セ
ク
シ
ョ
ン
間
の
争
い
に
油
を
と
い
だ
の
が
奴
隷
制
度
の
問
題
で
あ

っ
た
。

綿
繰
機
の
発
明
と
南
西
部
に
お
け
る
桶
作
地
の
拡
大
は
、

ニ
グ
ロ
奴
隷
を
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
す
経
済
的
手
段
と
し
た
ｏ
プ
ラ
ン
タ
ー
は
数
年
の
う
ち
に
巨
額
の
富
を
つ
く

っ
た
ｏ

桶
花
王
国
の
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成
立
は
農
業
セ
ク
シ
ョ
ン
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
力
を
与
え
、

常
に
新
し
い
耕
地
を
渇
望
せ
し
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
北
部
は
、
も
し
も
南

部
の
奴
隷
制
が
西
部
の
土
地
に
拡
大
さ
れ
る
な
ら
勢
力
の
均
衡
を
失
い
、

利
益
の
損
わ
れ
る
の
を
恐
れ
て
、

反
対
の
挙
に
出
た
。
ギ
ャ
リ

ソ
ン
や
反
奴
隷
制
協
会
、
さ
ら
に
牧
師
た
ち
も
奴
隷
所
有
者
を
告
発
し
、

非
難
の
限
り
を

つ
く
し
た
ｏ
こ
れ
に
応
え
て
、

南
部
は
聖
書
に

よ
る
奴
隷
制
度
の
正
当
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、　

ハ
モ
ン
ド
、

フ
イ
ツ
ツ
フ
ュ
ー
、

カ
ル
フ
ー
ン
、　

ハ
ー
パ
ー
お
よ
び
デ

ュ
ー
ら
は
フ
ィ
リ
ッ

プ
ス
が
南
部
史
の
中
心
テ
ー

マ
と
呼
ん
だ
人
種
問
題
と
い
う
立
場
か
ら
奴
隷
制
度
を
正
当
化
し
、

ま
た
経
済
的
必
要
か
ら
擁
護
し
た
。

准

州

へ
の
奴
隷
制
唐
あ
拡
大
を
め
ぐ

っ
て
、

ア
ボ
リ
シ
ョ
ニ
ス
ト
の
攻
撃
と
こ
れ
に
対
す
る
南
部
の
憤
激
が
み
ら
れ

（だ
。

そ
の
上
、

両
セ
ク
シ
ョ
ン
は
奴
兼
制
度
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
自
身
の
制
度
や
連
邦
政
府
に
対
す
る
要
求
を
弁
明
し
、

正
当
化

す
る
各
々
の
政
治
思
想
を
発
展
さ
せ
て
い
た
ｏ

州
権
論
は
奴
隷
制
度
を
擁
護
す
る
た
め
の
防
御
機
構
で
は
な
く
、

工
業
的
商
美
的
北
部
の

搾
取
と
侵
略
に
対
す
る
農
業
社
会
の
と
り
で
で
あ
り
、

南
部
内
部
に
お
け
る
地
域
的
利
益
を
擁
護
す
る
も
の
で
あ

っ
た
ｏ

州
と
連
邦
と
の

間
の
権
力
の
厳
格
な
分
割
論
の
立
場
に
た
つ
南
部
は
、

保
護
関
税
、

船
舶
補
助
金
、

国
立
銀
行
お
よ
び
連
邦
支
出
金
に
よ
る
国
内
交
通
改

善
の
如
き
立
法
を
促
す
憲
法
解
釈
に
反
対
し
た
。

北
部
と
は
対
照
的
に
、

南
部
の
農
業
社
会
は
他
の
地
域
の
犠
牲
を
求
め
る
何
ら
の
積
極

的
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
要
求
し
な
か
っ
た
。

相
反
す
る
経
済
的
社
会
的
制
度
か
ら
生
ま
れ
た
二
つ
の
政
治
思
想
を
和
解
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
ｏ
こ
う
し
た
状
況
か
ら
定
着
し
た
生
活
信
条
は
相
食
を
も
の
で

一抱
れ

た
。

北
部
の
急
激
な
成
長
に
よ
っ
て
南
北
の
均
衡
が
く
ず
力
、

リ
ン
カ
ン
が
選
出
さ
れ
る
や
、

北
部
と
の
協
力
関
係
を
断

っ
た
の
で
あ
る
。
と
。

防
れ

ズ
リ
‐
は
、

南
部
が
北
部
に
政
治
的
、

経
済
的
さ
ら
に
結
≡神
的
に
隷
属
し
、

北
部
の
独
善
的
、

偽
善
約
判
断
に
追
従
し
て
い
る
不

当
性
を
南
北
戦
争
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
糾
弾
し
、

奴
隷
制
経
済
の
第
一迫
、

ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
の
支
配
を
否
定
し
て
、

南
部
社
会
の
内
部
的

戦
争
原
因
を
払
拭
す
る
こ
と
に
よ
り
、

高
部
の
道
義
的
正
当
性
を
訴
え
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
北
部
が
生
ん
だ
神
話
に
代

っ
て
、

理
想
化
さ
れ
た
ア
ン
テ

・
ベ
ラ
ム
文
明
の
神
話
が

つ
く
ら
れ
た
。

南
北
戦
争
と
再
建
を
め

ぐ
る
衝
突
と
幻
滅
、

二
十
世
紀
南
部
の
現
実
に
対
す
る
失
望
は
、

南
部
を

ユ
ニ
オ
ン
に
調
和
さ
せ
る
ど
こ
ろ
か
、

か
え

つ
て
勝
者
北
部
に

蟻
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対
す
る
鋭
い
反
動
を
み
ち
び
い
た
の

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

事
実
、
ビ

的
多
様
性
を
欠
落
せ
し
め
て
」だ
ｏ

あ

る
。

一証

（

１

）

弓

〓

ュ

く

①

の

ｏ

ｒ
市
，

命
一置

思

あ

】

０
ヽ

　

い
き

≡

Ｏ
　

ｏ
ｐ

（
２
）

き
ミ
ｆ
●
や

ｏ
ド
ー
縁

（
３
）

き
ミ
ご
や

畠

（
４
）
　
、
は
ミヽ
】
ｏ
　
一
や

（
５
）
　
、事
ミヽ
≡
ｏ
　
ｏ
ｃｌ
ｌ『
ｒ

（
６
）

Ｓ
ミ
】
０
口

Ｓ
Ｉ
さ

（
７
）

き

■ヽ

ｏ
や

ざ
―
ぎ

五
　
利
己
的
破
壊
的
セ
ク
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム

『抑
え
が
た
き
戦
争
』
に
み
ら
れ
た
オ
ウ
ズ
リ
ー
の
志
向
は
、　

一
九
四
〇
年
代
の
一
連
の
グ
ル
ー
プ
研
究
の
方
向
を
予
示
し
て
い
た
ｏ

ォ
ゥ
ズ
リ
ー
夫
妻
の

『
レ
ー
ト
・
ア
ン
テ
ベ
ラ
ム
南
部
に
お
け
る
社
会
の
経
済
的
基
礎
』
を
皮
切
り
に
ヴ
ア
／
ダ
ー
ビ
ル
ト
・
グ
ル
ー
プ

の
統
計
的
研
究
が
次
々
と
発
表
さ
れ
淳
メ

し
か
し
ヽ

そ
れ
ら
は
大
学
院
に
お
い
て
オ
ウ
ズ
リ
ー
が
う
ち
だ
し
た

一
つ
の
南
北
戦
争
史
観
を

背
景
に
し
て
い
た
の
で
あ
り
、

原
因
論
の
構
築
を
な
す
も
の
で
あ

っ
た
ｏ

『
抑
え
が
た
き
戦
争
』
の
出
版
か
ら
十
年
余
り
の
歳
月
を
経
た

一
九
四

一
年
に
オ
ウ
ズ
リ
ー
は
、

『南
北
戦
争
の
基
本
的
要
因
』
を
発

表
し
、

南
北
戦
争
史
観
を

一
層
明
確
に
示
し
た
ｏ
こ
の
中
で
彼
は
、　
〃
戦
一争
が
人
民
の
人
民
に
よ
る
人
民
の
た
め
の
政
治
が
地
上
か
ら
消

減
し
な
い
よ
う
に
聞
わ
れ
た
と
い
う
演
説
の
本
質
的
見
当
ち
が
い
牽
を
つ
き
、　
〃
南
北
戦
争
は
、
自
由
政
府
や
個
人
の
自
由
を
破
壊
せ
ん

で
あ
る
。

オ
ウ
ズ
リ
ー
の
南
北
戦
争
民
観
に
は
、

失
な
わ
れ
た
大
義
が
い
よ
い
よ
か
た
く
な
に
把
持

リ
ン
ト
ン
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、

オ
ウ
ズ
リ
ー
は
南
部
と
ア
グ
ラ
リ
ア
ニ
ズ
ム
と
を
同

一
視
し
、

内

就
中
、

南
部
内
部
の
緊
張
関
係
、

奴
隷
制
度
の
も

つ
意
味
は
全
く
視
角
か
ら
は
ず
さ
れ
て
い
る
の
で

（
８
》

き
ミ

】
唱

さ
―
賢

（
９
）

き
ミ
ヽ
唱
・
蟹
―
輯

（
１０
》
　
ヽ
い
」ヽ
‘
甲

ｏド

（
１‐
）

プ
ラ
ン
タ
ー
の
支
配
す
る
ア
ーー

い
っ
た
理
解
。

（
‐２
）

的
と
ま
い
Ｓ
Ｐ

ｏト

ユ
■

●
甲

≡
―
や

（
・３
）
　
ヽ
い
単ヽ
・
甲

ｐ

ス
ト
ク
ラ
テ
ィ

ッ
ク
な
南
部
と
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( 1 3 2 )

と
す
る
南
部
の
側
の
開
ホ

で
は
な
か

っ
た
し
、

そ
れ
ら
を
擁
護
し
よ
う
Ｌ
す
る
北
部
の
側
の
聞
い
で
も
な
か
っ
屯
〃
と
主
張
し
た
ｏ

彼
は
、

実
際

一
八
六

一
年
に
お
け
る
北
部
と
南
部
の
人
々
は
い
ず
れ
も
自
由
政
府
の
話
原
理
に
深
く
愛
着
を
も

っ
て
お
り
、

彼
ら
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
は
ひ
と
し
く
民
主
的
な
も
の
で
あ

っ
奄
、
と
南
部
の
道
義
的
正
当
性
一を
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
次
元
に
ま
で
徹
底
せ
し
め
た
。
こ
う
し
て
、

南
北
戦
争
を
両
文
明
間
の
衝
突
と
し
て
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、

心
理
的
状
況
に
唯

一
の
戦
争
原
因
を
も
と
め
た
。

彼
は
別
個
の
政
府
を

樹
立
し
、

独
立
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
南
部
と
、

そ
れ
を
阻
上
し
、　

ユ
ニ
オ
ン
を
擁
護
す
る
た
め
に
武
力
に
訴
え
た
北
部
と
の
背
後
に
戦

争
心
理
と
よ
ぶ
こ
と
が
で
き
る
両
セ
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
精
神
状
態
を
み
い
出
し
た
ｏ

〃
一
八
六

一
年
の
春
ま
で
に
南
部
の
人
々
は
北
部
の
人
々
と
同
じ
政
府
の
下
で
生
活
を
続
け
て
い
く
こ
と
を
た
ま
ら
な
く
嫌
い
、

か
つ

危
険
と
感
じ
た
ｏ

南
部
の
人
々
の
大
半
の
間
に
こ
の
感
情
が
き
わ
め
て
強
か
っ
た
の
で
彼
ら
は
分
離
を
企
て
、

長
い
荒
廃
を
も
ち
き
た
し

た
戦
争

（の
鞠
意
を
し
た
ｏ　

一
方
、

北
部
は
彼
ら
と
同
じ
政
府
の
下
に
彼
ら
の
き
ら
っ
て
い
る
同
胞
市
民
を
ひ
き
と
め
る
た
め
の
聞
い
を
も

と
め
て
い
た
ｏ″

そ
れ
で
は
、

こ
の
よ
う
な
精
神
状
態
の
原
因
は
何
で
あ

っ
た
か
ｏ
オ
ウ
ズ
リ
ー
は
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
唯

一
の
基
本
的
原
因
を
み
た
ｏ

彼
は
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
に
二
つ
の
タ
イ
プ
を
与
え
、

利
己
的
破
壊
的
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
、

善
意
を
ひ
ろ
め
政
治
的
集
権
化
や
専
制

主
義
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
建
設
的
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
を
区
別
し
、　

一
八
六

十
年
に
連
邦
を
破
壊
し
た
責
を
前
者
に
負
わ
せ
だ
ｏ

ォ
ゥ
ズ
リ
ー
は
利
己
的
破
壊
的
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
分
析
し
、

そ
れ
が
三
つ
の
基
本
的
示
現
―
―
第

一
は
支
配
的
セ
ク
シ
ョ
ン
が
み

ず
か
ら
を
国
家
と
考
え
、

そ
の
人
々
を
ア
メ
リ
カ
人
と
考
え
、

そ
の
利
益
を
国
家
的
利
益
と
考
え
る
習
慣
、

第
二
は
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
と
南
部
と
が
維
持
し
た
セ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
勢
力
の
均
衡
を
う
ち
こ
わ
す
こ
と
に
よ
つ
て
連
邦
政
府
に
対
す
る
そ
の
政
治
的
支
配
権
を
獲

得
す
る
、

な
い
し
維
持
し
よ
う
と
す
る

一
セ
ク
シ
ョ
ン
の
多
年
に
わ
た
る
企
て
、

第
亘
は
戦
争
の
拠
と
い
う
べ
き
も

つ
と
も
危
険
な
局
面

と
な
っ
た
国
際
法
で
い
う
国
際
礼
譲
と
い
う
べ
き
セ
ク
シ
ヨ
ン
間
の
礼
談
の
無
祝
―
―
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
中

し
か
し
、

彼
に
よ
れ
ば
、
ミ
ズ
ー
リ
論
争
ま
で
は
セ
ク
シ
ョ
ン
間
の
対
立
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

礼
節
や
自
己
抑
制
が
維
持
さ
れ
て
い
た
ｏ

と
こ
ろ
が
、

論
争
～以
後
ア
ボ
リ
シ
ョ
ニ
ス
ト
た
ち
の
言
語
に
絶
す
る

（
傍

携
無
人
な
中
傷
と
侮
犀
に
よ
っ
て
セ
ク
シ
ョ
ン
間
の
平
和
は
奪
わ

れ
、

南
部
人
の
自
尊
心
ほ
傷
つ
き
、

戦
争

へ
の
危
機
を
招
い
た
の
で
あ
る
。
と
。

ォ
ゥ
ズ
リ
は

『
抑
え
が
た
き
戦
争
』
に
お
い
て
な
し
た
南
部
の
道
義
的
正
当
化
を

一
層
徹
底
さ
せ
て
、

政
治
的

・
経
済
的

・
イ
デ
オ
Ｆ

ギ
ー
的
性
質
の
戦
争
原
因
を
す
べ
て
否
定
し
、

感
情
的
契
機
に
抽
象
し
た
。

就
中
、

奴
兼
制
度
の
道
義
性
を
ア
ボ
リ
シ
ョ
ニ
ス
ト
の
非
道

な
中
傷
に
す
り
か
え
、

セ
ク
シ
ヨ
ン
間
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
同

一
性
、

階
層
間
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
主
張
し
て
、

戦
争
心
理
と
い
う
超
歴

史
的
次
元
に
唯

一
の
原
因
を
も
と
め
た
。
し
か
し
、

そ
れ
で
は
利
己
的
破
壊
的
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
ど
う
し
て
生
成
し
た
の
か
。
ア
ボ

リ
シ
ョ
ニ
ス
ト
の
煽
動
に
よ
っ
て
戦
争
が
到
来
し
た
の
か
。
さ
ら
に
ま
た
ア
ボ
リ
シ
ョ
エ
ス
ト
の
暴
虐
さ
に
く
ら
べ
、
フ
ア
イ
ア
・
イ
ー

タ
ー
は
礼
節
を
保

っ
て
い
た
の
か
。
こ
れ
ら
に
合
理
的
な
説
明
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

戦
争
原
因
を
あ
げ
て
ア
ボ
リ
シ
ョ
ニ
ス
ト

に
転
嫁
し
、

高
部
社
会
の
内
的
要
因
を
全
面
的
に
却
下
し
て
、

強
烈

車
踊
部
の
正
当
性
を
主
張
す
る
擁
護
論
に

「
失
な
わ
れ
た
大
義
」
の

確
固
た
る
信
念
が
依
然
と
し
て
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
る
の
を
み
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、

市
民
革
命
的
性
格
の
否
定
で
あ
り
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ

ス
ム
と
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
よ
る
前
近
代
性
の
克
服
と
し
て
把
握
す
る
進
歩
史
観
に
真
向
か
ら
挑
戦
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一証
（
１
）

Ｄ
　
Ｆ
　
俸

【■

の
　
〇
電
４
ｏ
Ｆ
　

へヽ『
や
ｏ　
』
器
ヽ
６
さ
持

的
ｓ
劣
チ

（ヽ

　
　
　
　
（
６
）

ヽ
団
単
】
や

０
　
　
　
　

ブ

晩
Ｇ
へ
持
せ
　
ヽヽ
　
ヽヽ
い
　
い
ミ
ヘ
　
ト
ややさ
！的
出
き
さ
　
し
ｏ
ヽ
ドヽ
こ

　

哨
革
ヘ

↑

）

き
ヽ

甲

ド

、
景

き

ミ

ニ

旨

ミ

き
母

ヽ

ミ

苦

ｏ
ゼ

合

貿

Ｃ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
８

》

、
寧
ミ

】
や

仰

（
２
）

拙
稿

「
ヴ
ア
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト

・
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る

一
批
判
」
　

　

　

（
９
）

き
ミ
」
や

馬
Ｉ
Ｓ

西
洋
史
学
　
〓上
七
号
、

註
（
２
》
参
照
。

（１０
）

Ｃ

・
Ｆ

・
ヨ
ウ
ゼ
ン
は

ヵ
南
部
の
弁
明
著
力
の
う
ち
、
も

っ
と

（
３
）

〇
く
４
ｏＦ

（・『
ヽ
べ
『
ミ
ド
ミ
Ｓ
ヽ
へヽ
き
ヽ
Ｑ
ｓ
ミ
く
ら
や
　ヽ
増
き
　ヽ
Ｑ
」ｏ
ミ

も
著
名
で
き
わ
だ

っ
て
い
る
の
が
オ
ウ
ズ
リ
ー
で
あ
る
と
の
べ
て

く

Ｓ
、

哨

辞

一、
思

ミ

ミ

ミ

旨

ミ

ざ

ミ

ミ

き

ｏ
Ｃ

六

心

と

∀

口

Ｐ

い
）る
。　
Ｏ
ｐ
宮
キす
ｏ
●
）
６ｐ
ざ
へ　
Ｑ
ｏ
ヽヽ

ぷヽ
的
　
Ｇ
ヽ
いコ
母
へ　
Ｑ
ｃヽ
ミ
　
「や
、も

ぶ
　
さヽ

（
４
）

Ｓ
ミ
）
や

や

「や
、ヽ

持
車ヽ
い
　
Ｌ
ｏ
ミ
ヽヽ
も
ヽ
ヽ
　
卜
母
はヽ
ｏ
ぶ驚
】
や、
ｔ　
寧】
　
ゝ
ｉ
　
∽
・　
Ｆ
一わ
汗
　
”
■
毎

（
一う
》
　
ヽ
寧
ヽヽ
せ　
●
・　
単

刃

ヨ
Ｐ

円
出
【
中命
下

（
Ｓ

ｏ
∪

・
や

的
（〕留
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圭〈
　
オ
ー
ル
ド

・
サ
ウ
ス
の
讃
美

戦
争
責
任
を
あ
げ
て
北
部
の
ア
ボ
リ
シ
ョ
ニ
ス
ト
に
帰
し
た
オ
ウ
ズ
リ
ー
は
南
部
社
会
の
民
主
的
構
成
を
も

っ
て
彼
の
説
の
正
当
性
を

確
証
し
よ
う
と
し
た
。

彼
は

〃
一
セ
ク
シ
ョ
ン
な
い
し

一
国
家
の
経
済
構
一造
は
そ
の
政
治
構
造
が
依
拠
す
る
基
礎
で
み
料
〃
と
の
前
提
に

た
っ
て
、

南
部
の
経
済
的
基
礎

（
こ
こ
で
は
土
地
）
を
対
象
と
し
て
、　

一
連
の
研
究
を
指
導
し
た
ｏ

オ
ウ
ズ
リ
ー
は
そ
れ
ら
の
結
論
を
次
の
よ
う
に
要
約
し
た
。　
〃
南
部
の
状
況
は
普
通
に
考
え
ら
れ
て
い
た
め
と
は
完
全
に
逆
で
あ
る
こ

と
を
知
る
。

東
部
の
金
権
政
治
家
は
工
業
と
商
業
と
を
支
配
し
て
い
る
。　

一
方
、

南
部
の
い
わ
ゆ
る
ス
レ
ー
ヴ
，
オ
リ
ガ
ー
キ
ー
は
ブ
ラ

ッ
ク
・
ベ
ル
ト
以
外
の
土
地
を
殆
ん
ど
所
有
し
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
ベ
ル
ト
の
土
地
で
さ
夕
約
二
五
％
を
所
有
し
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
。

実
際
に
、

全
体
と
し
て
ブ
ラ
ッ
ク
・
ベ
ル
ト
ば
か
り
で
な
く
全
南
部
に
お
い
て
基
本
的
生
産
手
段
は
人
日
の
す
べ
て
の
階

層
の
間
に
よ
く
配
分
さ
れ
て
い
た
ｏ　

一
八
六
〇
年
に
南
部
の
家
族
あ

圧
倒
的
多
数
は
彼
ら
の
農
地
と
家
畜
ケ
所
有
し
て
い
た
ｏ

奴
隷
所
有

者
の
約
九
〇
％
と
非
奴
隷
所
有
者
の
約
七
〇
％
が
土
地
を
所
有
し
た
ｏ
奴
隷
所
有
者
の
大
半
は
小
農
民
で
、

オ
リ
ガ
ー
キ
で
は
な
く
、

合

計
す
れ
ば
、

小
農
民
は
大
プ
ラ
ン
タ
ー
よ
り
も
多
く
の
奴
隷
お
ょ
び
土
地
を
所
有
し
た
ｏ
…
…
南
部
は
北
西
部
と
同
様
に
民
主
的
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
を
強
力
に
し
て
い
た
ば
か
り
で
な
く
、
自
由
政
府

へ
の
健
全
な
経
済
的
基
礎
を
有
し
て
」
だ
が

栄姉『鞠唯鮨会十一印球申〕帥帥帥韓躍的中葬鞭韓小様ギ雑嚇帥け，時）れ（ラ呼「と社会的平等を保証され、しかも高度の安

統
計
的
数
値
か
ら
オ
ー
ル
ド

・
サ
ウ
ス
の
民
主
的
社
会
構
成
、
ミ
ド
ル
・
ク
ラ
ス
を
中
心
と
し
た

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
示
す
こ
と
に
よ
っ

燎ボ解（フ貯「にマ舶的般申セ”庁”ウ「つ複卵嘘卵韓静弟時「「十ッ，ゥ作前ゆ中申巾中やい巾壕『妹陶中よノレ中↑「諦体や娃

た
ば
か
り
で
な
く
、　
〃
当
時
の
も

っ
と
も
進
ん
だ
国
々
の
状
況
に
く
ら
べ
て
み
て
、

南
部
の
白
人
は
全
世
界
に
お
け
る
も

っ
と
も
高
い
教

―- 54 -――- 55 -一
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養
を
も
つ主
要
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
で
あ
犯
〃
と
さ
え
讃
美
さ
れ
た
。

オ
ウ
ズ
リ
ー
は

『
抑
え
が
た
き
戦
争
』
に
お
い
て
描
い
た
オ
ー
ル
ド

・
サ
ウ
ス
の
讃
美
を
、

統
計
的
数
値
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
実

証
性
を
も
た
せ
よ
う
と
試
み
て
い
る
が
、

歪
出
さ
れ
た
分
析
手
続
き
の
た
め
恣
意
的
抽
象
的
把
握
に
陥

っ
て
し
ま

っ
た
。
ミ
ド
ル
・
ク
ラ

ス
の
過
大
評
価
と
奴
隷
制
経
済
の
発
展
法
則
を
無
視
し
た
環
境
決
定
論
に
よ
る
理
解
の
た
め
に
、

フ
イ
リ
ッ
プ
ス
ー
グ
レ
イ
ー
ダ

ツ
ド
の

定
説

へ
の
批
判
い
根
底
か
ら
く

つ
が
え
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
屯
。

史
上

ヨ
ー
マ
ン
が
社
会
を
支
配
し
た
事
例
が
存
在
す
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
仮
に
ヨ
ー
マ
ン
が
社
会
に
お
い
て
数
的
優
越
を
占
め
た
と
し

て
も
、

そ
の
こ
と
が
即
社
会
の
民
主
的
理
想
的
構
成
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
、

こ
う
し
た
前
提
自
体
を
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、

ど
う
し
て
オ
ウ
ズ
リ
ー
の
定
立
が
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
時
代
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い

て
、
Ｊ

・
Ｃ

・
ボ
ナ
ー
や
Ｅ

・
Ａ

・
マ
イ
ル
ズ
は
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
が

コ
モ
ン
ｏ
マ
ン
を
強
調
し
、

オ
ウ
ズ
リ
ー
の
定
立
を
支
持
す
る
理

想
的
環
境
を
用
意
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
が
ｏ

一証

（
１

）

〇
く
の
下
Ｆ

民
ヽ
ミ
ヽ
へき

さ

へ
ヽ
き

中
Ｑ
ｓ
ミ
く
ち
や
、

『
車
ヽ

Ｑ
き

ま

ぎ
Ｓ

ド
こ

０
　
ト

（
２
）

き
」鼻

名

働―
伊

同
様
の
結
論
は
他
の
メ
ン
パ
ー
も
示
し
て
い
る
。
■
，ｒ

Ｏ
ｏ
一のＰ

」
Ｔ

▼　

　

へ
あ

ｏ
Ｓ

ヘ
　

　

ラ
き

さ

い
　

　

９

中
　

　

晩

き

ｃ
Ｓ

Ｓ

ミヽ

さ

ざ
Ｓ

　

　

ｓ
ヽ
軋

い
ミ
ヽヽ
ｏ
ど
ｏ
さ
あ
ヽ
さ

ヽヽ

い
ｏ
ミ
』ヽき
ヽ
♪

均
ｓ
ヽ
さ
いう
ヽ
】∞
ｏ
？
ｌ
ｏ
ｏ
）
・）
や

∽
　
ｉ
　
（
岸ｏ
ふ
ф
Ｖ
　
有・　
∞
Φ
【
　
の
い
，　
■
・　
メく
①脚
く
ヽ
ｏ
，　
単、
チ
４
歓
Ｓ
ヽ
」

均
畳
どヽミ

醇

【督
？
」
器
Ｐ
　
オ
ウ
ズ
ソ
は
さ
ら
に
再
確
認

し
た
。

○
々
の汗
Ｆ
ヽ
き
き

ヽ
へ）津
Ｇ
ヽ
『
ヽ
へ
〇
ミヽ
晩
ｏ
ミ
き
六
岸ｏ
卜
０
）
ｏ
Ｐ
∽―
‐岸ｐ

（
３
）

地
稿

「
前
一掲
論
文
」
参
照
ｏ

（
４

）
　

Ｃ

　
的
　
『
≡
ユ
一８

Ｐ
　
卜、弓

【〕
ｏ
　

Ｏ

ユ
い
【淳
　
ｏ
・
色
　
Ｏ
【
ｏ
く
市
≡
　
ｏ
ヽ
　
↓
す
●

∽
Ｏ
Ｆ
一
す
ｏ
【
停

口
す
命
斥

口
巴
市
）し

卜

さ

や
・持

ｓ
さ

くヽ
」“
６
ヽ
い
も
ヽ

力
い
ｃ
持
ド
ｆ

力
一

（
】
〇
〇
〇
）

●
や

『
ｏ
∞
―
あ

【
ｏ
　

Ｆ

　

Ｏ

　

命
【
Ｄ
Ｆ

　

ヘトＤ
命
ｏ
■
ｏ
ヨ

村

Ｄ

ら
ヽ
」
命
】
の
停

命
】

　

い
ｏ
毎

　

Ｑ

Ｏ
ｓ
ｐ
わ
の
ユ

キ

氏
①
　

ｂ
ｒ
い
く
Ｄ
Ｂ
一
Ｄ
い
①
の
　

Ｏ
、
　

∽
【
Ｄ
く
①
【
く

Ｃ
Ｄ
毎
ｑ

市Ｆ
●
担
”
ユ
い
一【ｏ
Ｂ
∽
】
の言
Ｂ
■
卜
時
ヽ
恐
中さ
ミ
中
世
」しき
Ｃ
】

く
ュ
】

く
【
合
基
じ
▼　
わ
ｐ

岸留
―
‐ド
ｏ
　
ヨ
、　
口
・
∪
ｏ
は
住
】

Ｆ
ポ

Ｑ
ｏ
き

さ

ぶ

だ

き

ざ

含

習

∪

・
ｏ
ｇ

口

軍

『
汀

力
一格

鮎

ｏ
晏

目

ウく
【Ｄ
い
う
的
一
〇
∽
　ヽ
０
均
　
ヽ
ト
ー
ー
ト
ヽ

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
済
に
お
け
る
プ
ラ
ン
タ
ー
の
非
奴
隷
所

有
に
対
す
る
有
利
な
立
場
か
ら
ラ
ン
タ
ー
は
良
地
、

奴
隷
を
独
占

的
に
所
有
し
て
、

独
占
的
紫
栄
を
享
受
し
た
が
、

非
奴
隷
所
有
者

は
次
第
に
経
済
的
上
昇
の
機
会
を
奪
わ
れ
、

両
階
層
の
亀
裂
は
拡
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大
し
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
た
。

（
５
）

コ
ー
ル
ズ

・
ジ
ユ

エ
ア
は
ヽ

高
北
戦
争
前
の
状
態
と
は
正
反
対

に
、

今
日
ロ
ー
ア
・
サ
ウ
ス
の
農
民
の
七
〇
―
八
〇
％
が
小
作
人

で
あ
る
こ
と
は
同
知
の
事
実
で
あ
る
、
と
の
べ
て
い
る
。

Ｑ
ュ
８
　
十
≡
ｏ
や
命
Ｆ
）
や

∞
∞
ド

〇
者
の下
Ｆ

へ、』
８
さ
や
さ
持
』
景
チ

や
ヽ
ヽ
ヽヽ

い
Ａ『
持

卜

・ミ
伊
的
ミ
ご

さ

吻
ｏ
ミ
ヽ
ド

こ

均
・
∞
Ｆ

（
６
）

デ
ボ
ー
の
各
国
の
文
旨
率
の
対
比
の
み
で
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
た

め
説
得
力
が
な
い
。

〇
者
のぼ
Ｆ

ヽ
き
き

ヽ
Ｇ
語

（ヽ

き
べ
〇
ヽヽ

晩
ｇ
きヽ

ｏ
や

【
卜
？
―
ふ
ド

（
７

）
　

「

　

Ｆ

中
卜
い
ｏ
と
　

Ｒ
円

奇
ｏ
Ｂ

ｏ
Ｓ

腎

∪

０
ヨ

ｏ
命
【
い
ｏ
】

】
０

一
，
①

∽
Ｊ

く
①

晩
ｏ
ミ
中ヽ

”
＞
ｂ

＞
る
ｏ
】ユ
リ
出

ｏ
ｈ
∽
ｏ
ヨ
ｏ
刃
ｏ
ｏ
ｏ
停
一
く
村
て

こ

『
ヽ
へ
ヽ
Ｇ
ミ
ヽ
ヽ
ミ

や
ヽ
ン
トヽ
い
さ

ヽ
車ヽ“
曾
ビ
や
Ｘ
Ｘ
Ｘ
申
（
申
０
卜
ｏ
∀

も
や

申ら
―
∞
ゃ
報
稿

「前
掲
論
文
」
参
照
。

（
８

）

＞
　
∽

Ｆ
ヨ
下

俸
　
刃

　

ヨ
Ｆ
　
円
単
ユ
命
Ｆ

　
「一、
ま
“
ヽ
い
　
軌
ｏ
ミ
車や
ヽ
ヽ
ミ

Ｃヽ
ず
し
ヽ
ｏ
お
】
】
わ
　
】
∞
申
　
コ
　
【
０
０

七
　
む
す
び
に
代
え
て
＝

コ
モ
ン

・
マ
ン
に
一か
け
た
鷹
法

一
九
五
五
年
の
ル
イ
ジ
ア
ナ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
。
ク
オ
ー
タ
リ
ー
に
寄
稿
し
た
Ｃ

・
イ
ー
ト
ン
は
、

南
部
史
の
記
述
に
み
ら
れ
る

一
般

的
傾
向
を
論
評
し
て
、

オ
ー
ル
ド

・
サ
ウ
ス
の
ヨ
ー

マ
ン
リ
ー
を
ほ
め
そ
や
す
傾
向
は
、

彼
ら
が
以
前
南
部
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
庭
法
を
か

一
け

生
）

と
同
じ
十
在
仏
で

コ
モ
ン
・
マ
ン
を
感
傷
的
な
も
の
に
し
、　
ロ
マ
ン
テ
ィ
ツ
ク
に
す
る
歴
史
家
や
小
説
と家
の
危
険
を
招
来
す
る
で
あ

ろ
う
、
と
警
告
し
た
ｏ

ル漠の二然観ュ中””車中
をゎの，中中”〕車〕一とるム”弁たズ礎の代‐査中的計をっ車拘ぃてョ貯帥孝ヵつ和一ウラ享々
紳庁トウ晦苑昨舶葬味熟庵

の
方
法
の
使
い
方
や
操
作
に
あ
ま
り
に
も
無
知
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
、

分
析
が
完
結
し
て
い
な
い
た
め
末
消
化
の
統
計
資
料
が
な
ら
べ
ら
れ
、

単
純
な
リ
ス
ト
と
平
板
な
分
布
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
、
と
分
析
の
欠
陥
を
の
べ
た
ｏ

第
二
は
理
論
構
成
に
対
す
る
批
判
で
あ

っ
た
ｏ
ヴ
ア
ン
ス
は
、

他
の
す
べ
て
の
階
級
の
機
能
を
充
分

に
考
慮
す
る
こ
と
な
く
し
て
社
会
に
お
け
る
い
か
な
る
階
級
の
状
態
も
役
割
も
描
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
見
解
を
示
し
、　

ニ
グ
ロ
の
重
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要
性
の
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
非
奴
隷
所
有
者
の
か
な
り
の
数
が
抑
圧
さ
れ
て
い
る
と
い
う
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
の
主
張
に
対
す
る

詳
細
か
つ
明
確
な
反
証
の
な
い
こ
と
、
と
り
わ
け
ア
ン
テ
・
ベ
ラ
ム
社
会
の
権
力
構
造
が
未
解
明
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

ほ
と

ん
ど
の
社
会
に
お
い
て
富
裕
か
つ
教
養
の
あ
る
有
力
者
が
指
導
権
を
に
ぎ

っ
て
い
る
が
、　
ロ
ー
ア
・
サ
ウ
ス
の
政
治
の
場
合
は
異

っ
て
い

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
、
と
反
験
し
た
ｏ

統
計
上
の
問
題
点
の
い
く
つ
か
は
別
稿
で
指
摘
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
理
論
構
成
に
つ
い
て
若
干
の
問
題
点
を
の
べ
て
み
た
い
。
オ
ウ

ズ
リ
ー
に
対
す
る
批
判
の
核
心
は
ヴ
ア
ン
ス
に
お
い
て
み
ら
れ
る
如
く
、

ブ
ン
テ
・
ベ
ラ
ム
の
全
政
治
経
済
の
構
造

・
論
理
と
い
う
パ
ー

ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
の
な
か
で
社
会
構
成
が
問
わ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
オ
ウ
ズ
リ
ー
の
視
点
か
ら
は
ア
グ
ラ
リ
ア
ニ
ズ
ム
＝
南
部
と

い
う
単
純
な
把
握
が
示
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
以
外
の
要
素
は
無
視
さ
れ
た
ｏ
こ
の
た
め
南
部
社
会
を
規
定
す
る
重
要
な
要
素
で

あ
る
ニ
ダ
ロ
の
存
在
、

就
中
奴
隷
制
度
は
政
治
的
意
味
に
お
い
て
も
経
済
的
意
味
に
お
い
て
も
、

ま
た
社
会
的
意
味
に
お
い
て
も
考
察
の

対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。

ま
た

一
階
級
の
政
治

・
経
済
的
理
解
は
社
会
の
権
力
構
造
を
は
な
れ
て
は
あ
り
え
な
い
。

南
部
内
部
の
権
力
を
め
ぐ
る
階
級
間
の
緊
張

関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
か
。

奴
隷
制
度
は
な
ぜ
川
の
権
利
、

南
部
の
権
利
と
し
て
擁
護
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ

と
関
連
し
て
、

筆
者
は
あ
一え
て
、

ア
ボ
リ
シ
ョ
ニ
ス
ト
の
攻
撃
が
ブ
ラ
ン
タ
ー
に
と
つ
て
是
非
必
要
な
攻
撃
で
あ

っ
た
、
と
い
う
側
面
の

存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
い
ｏ

非
奴
隷
所
有
者
の
間
の
昂
ま
る
階
級
意
識
に
人
極
的
優
越
を
と
っ
て
代
ら
せ
る
方
策
Ｌ
し
て
ア
ボ
リ
シ

ョ
ニ
ズ
ム
は
巧
み
に
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

た
と
え
ギ
ャ
リ
ソ
ン
が
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

彼
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
は
南
部
の
プ

ラ
ン
タ
ー
に
と

っ
て
願
わ
し
い
こ
と
で
あ

っ
た
ｏ　

ヘ
ッ
セ
ル
タ
イ
ン
の
士
一張
す
る
如
く
、　
〃
南
部
史
の
真
の
中
心
テ
ー
マ
は
プ
ラ
ン
タ
ー

階
級
が
支
配
権
を
維
持
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
。〃

　
事
実
、

タ
ー
ナ
ー
の
指
摘
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

南
部
は
地
理
的
多
様
性
を
示
し
た
ば

か
り
で
な
く
、

南
部
人
も
南
部
史
全
体
を
通
じ
て
決
し
て
結
束
す
る
こ
た
あ

で
き
な
い
利
益
の
多
様
性
を
擁
し
て
い
た
の
で
あ
（奄

ｏ
そ
れ

故
に
こ
そ
例
え
ば
、

分
離
運
動
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
は
大
き
な
批
判
勢
力
に
直
面
し
、

分
離
を
め
ぐ
る
見
解
の
分
裂
を
克
服
す
る
た
め
に
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幾
多
の
手
を
策
し
、

内
部
結
東
に
音
慮
し
、

強
行
手
段
に
訴
え
た
の
で
あ
る
。

誤
ま
っ
た
数
的
処
理
と
理
論
構
成
に
よ
っ
て
、　
コ
モ
ン
・
マ
ン
の
実
体
は
消
失
し
、

美
し
い
幻
想
と
化
し
て
し
ま

っ
た
ｏ

コ
モ
ン
・
マ

ン
は
魔
法
に
か
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

二
十
世
紀
の
ア
グ
ラ
リ
ア
ン
に
は
南
部
も
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
と
い
う

一
体
性
の
認
識
が
欠
落
し
て
い
て
、

工
業
的
北
部

へ
の
対
決
と
い

ぅ
偏
狭
な
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
の
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

強
烈
な
南
部
の
反
動
を
み
ち
び
い
た
歪
め
ら
れ
た
再
建

と
植
民
地
的
状
況
下
で
の
工
業
化
の
進
行
、

農
業
利
益
の
後
退
と
苦
境
の
中
に

「
失
な
わ
れ
た
大
義
」
が
抱
き

つ
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
、

全
国
的
末

―
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
の
中
で
南
部
の
地
域
開
発
と
発
揺
あ

方
向
を
探
究
し
た
リ
ジ

ョ
ナ
リ
利
ド

こ
そ
南
部
の
地
域
研
究

に
ふ
さ
わ
し
い
条
件
を
備
え
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
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